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社 名 ＪＢＣＣホールディングス株式会社

（JBCC Holdings Inc.）
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設 立 年 月 日 1964年4月1日
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グ ル ー プ 社 員 数 1,960名

（有期社員を含む連結ベース）

ホ ー ム ペ ー ジ https://www.jbcchd.co.jp/ir/

事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日

期 末 配 当 金

受 領 株 主 確 定 日
3月31日

中 間 配 当 金

受 領 株 主 確 定 日
9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催

株 主 名 簿 管 理 人

特 別 口 座

口 座 管 理 機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町1−1

電話 0120-232-711（通話料無料）

電話 042-204-0303（通話料有料）

受付時間 9：00〜17：00 

（土 ・ 日 ・ 祝日等を除く）

郵送先	�〒137-8081  

新東京郵便局私書箱第29号

	� 三菱UFJ信託銀行株式会社  

証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 掲 載URL https://www.jbcchd.co.jp/

（ただし、 電子公告によることができない

事故、 その他のやむを得ない事由が生じた

時には、 日本経済新聞に公告いたします。）

株主メモ

証券コード：9889（東証プライム市場 情報・通信業）

CHALLENGE 2026

Contents

トップメッセージ ................................................................1

決算ハイライト................................................................... 2

トピックス......................................................................... 3

JBCCグループの情報発信................................................. 4

人財育成への取り組み....................................................... 5

株主様とのコミュニケーション............................................. 7

上期報告書  2024年4月1日〜2024年9月30日

株主通信 第61期



日頃より当社グループをご支援いただき、 ありがとう

ございます。

今期より3カ年の新たな中期経営計画 「CHALLENGE 

2026」 をスタートしました。 注力事業をクラウド、 セキュリ

ティ、 超高速開発の3事業に集約して事業構造の変革を一

層進め、 継続的成長と高収益性の実現を目指します。 さら

に、 急速に進化するAI技術や企業のデータ資産を、 どの

ようにお客様のビジネスに役立て価値をご提供できるか、

新たな価値創造に挑戦していきます。

2025年3月期上期 （2024年4月1日～9月30日） は、

クラウド、 セキュリティのストックビジネスが大きく伸長しま

した。当社グループのお客様においては、 業務システムを段

階的または効果的にクラウドへ移行し、 適材適所で様々な

クラウドサービスを組み合わせて利用しています。私たちは、

お客様がクラウド活用を検討する中で生じるコストや運用、

セキュリティなどの不安に一つ一つ解決策を提示し、 運用

開始後も最適な状態で継続利用ができるクラウドとセキュ

リティのサービスを提供してお客様のDXに伴走していま

す。 また、 開発期間を大幅に短縮して高品質の基幹システ

ムを構築する超高速開発は、 その高い付加価値と実績が評

価され案件規模が拡大しています。 前期末に一部の開発プ

ロジェクトで遅延が生じましたが、 上期に集中的なリカバ

リーを行い、 今期正常化に向けて改善が進んでいます。 今

後もお客様の高い要求に応えられる体制と品質の強化に継

続して取り組んでいきます。

「CHALLENGE 2026」 がスタートして半年超、 グルー

プ全体で様々な “チャレンジ” が始まっています。 今期立ち

上げたＪ Ｂ Ｃ Ｃアカデミーでは、 同じく今期新設した高度

技術専門職の社員が講師となり、 社内外にIT講座の提供

を始めました。社員一人ひとりが今までの活動から一歩進ん

で、 踏み込んで、 行動していくことで目指す大きな目標を

達成できると確信しています。

株主の皆様におかれましては、 今後とも一層のご支援を

賜りますよう心よりお願い申し上げます。

2025年3月期上期 （2024年4月1日～9月30日） の業

績は、 売上高35,822百万円（前年同期比8.6%増）、 営業

利益3,182百万円（同39.5％増）、 経常利益3,321百万円

（同39.2％増）、 親会社株主に帰属する中間純利益2,307

百万円 （同36.2％増） となりました。 中期経営計画におい

て成長の要と位置付けるクラウド、 セキュリティの大幅な成

長に加え、 お客様のシステム更改に伴うハードウェアの刷

新も重なり、 前年同期比で増収増益を達成しました。 利益

はいずれも前年同期比で30％を超える成長をみせ、 中期

経営計画の目標達成に向けて順調に進捗しています。

計画を上回る進捗により、 通期業績予想および期末配当

予想を上方修正しました。 営業利益、 経常利益、 親会社株

主に帰属する当期純利益を修正し、 売上高については当初

予想を据え置きます。 また、 期末配当予想は1株当たり71

円 （前回予想比18円増）、 年間配当予想は124円に修正し

ました。

Ｊ Ｂ Ｃ Ｃホールディングス株式会社

東上 征司代表取締役社長

SEIJI　HIGASHIUE

株主の皆様へ

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」
新たなチャレンジをスタートしました

上期業績（2024年4月1日～2024年9月30日） 通期業績予想・配当予想

中期経営計画スタートダッシュ
注力事業が着実に伸長し増収増益を達成

通期業績予想・配当予想を上方修正
年間配当予想は過去最高の124円

上期業績 （百万円）

2024年3月期 

上期

2025年3月期 

上期

前年

同期比

売上高 32,971 35,822 +8.6%

営業利益 2,282 3,182 +39.5%

経常利益 2,386 3,321 +39.2%

親会社株主に帰属する 

中間純利益
1,693 2,307 +36.2%

通期業績予想 （百万円）

詳しくは、「2025年３月期 第２四半期 （中間期） 決算

短信」 をご参照ください

※2024年11月13日に一部訂正しました

１株当たり配当金の推移 （円）

72

94

124

53

18

期末
配当予想
上方修正
＋1８円

53

58

期末配当　 中間配当　

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

（予想）

2024年 

3月期 

実績

2025年3月期

修正前

予想

修正後

予想

修正後

前期比

売上高 65,194 66,500 66,500 +2.0%

営業利益 4,422 5,100 5,800 +31.1%

経常利益 4,549 5,200 5,900 +29.7%

親会社株主に帰属する 

当期純利益
3,187 3,590 4,100 +28.6%

決算ハイライトトップメッセージ
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Ｊ Ｂ Ｃ Ｃグループでは、 新たなメディア広告活動として、 民放公式テレビ配信サービス 「TVer」 で､ＣＭ放映を開始しま

した。 当ＣＭではグループの “スゴい” 3つのポイントを、 当社で働く社員と本社を置く東京八重洲オフィスの映像と合わせ

てご紹介しています。 当社のYouTubeチャンネルでも配信していますので、 ぜひご覧ください。
中核事業会社であるＪ Ｂ Ｃ Ｃ株式会社は、 中堅企業のお客様に対し

てクラウドへの移行から運用の定着支援、 さらにはAI活用やイノベー

ション （変革 ・ 新たな価値の創出） を実現する付加価値の高いサービ

スを提供しています。 このような企業のクラウド活用を促進する総合的

な取り組みや販売実績が評価され、 米国マイクロソフト社の世界中30

万社を超えるパートナーの中で、 高い評価を獲得しました。

今期スタートしたＪ Ｂ Ｃ Ｃアカデミーは、 これまでグループ内で行ってきたIT技

術研修やキャリア形成支援の教育プログラムを社外に公開し、 若者を中心とした就

労支援やキャリア採用の促進につなげることを目指しています。 8-9月には若者向

け就労支援団体と連携し、 AI入門講座を開催しました。 今後、 オンラインでの講座

提供も予定しています。

毎年9月のがん征圧月間に行われる#deleteC大作戦は、 誰でも気軽にがん治

療研究を応援できるアクションです。 賛同企業の商品やロゴの 「C」 の文字 （がん ：

Cancerの頭文字） を消した画像をSNSに投稿したり、“いいね” などのアクション

をすることでがん治療研究の寄付につながります。 Ｊ Ｂ Ｃ ＣグループはAI技術を活

用したCを消すアプリを無償提供し、 この活動を継続して支援しています。

ソーシャルメディア 「note」 を活用し、 当社グループ

で働く人、 できごと、 さまざまな制度など、J B C C

グループの内側をご紹介しています。定期的な情報発

信に加え、 当社グループの直近1か月を振り返るマガ

ジン 「J B C Cグループレポート」 を配信し、 社内で

の出来事やグループ全体のHot Topicをまとめてお

届けしています。 当社の魅力をお伝えし、 ファンに

なっていただけるような情報を発信していますので、

ぜひご覧ください。

TVer CM放映のお知らせ中堅企業へのAI活用や革新的なクラウド提案を
米国マイクロソフト社より評価

公式「note」で情報発信中！

【AWS勉強会】 J B C CグループxNEC 

ソリューションイノベータのエンジニア55名

が参加

八重洲オフィスで講座開催 （9月）

600名がハワイでチームビルディングにチャ

レンジ！海外研修レポート

Fun!&Fan!Day☆

東京八重洲オフィスに家族や友人を招待！

エンジニア対談

【チャレンジについて思うこと】

YouTubeにて公開中！ＪＢＣＣグループ “ここがスゴい” 編　15秒

https://youtu.be/yYMzHM9nxxw

https://note.jbcchd.co.jp/

その他、 グループ各社の受賞歴はホームページでご覧いただけます

https://www.jbcchd.co.jp/corporate/awards/

技術力を社会の役立ちに

ＪＢＣＣアカデミーでAI講座を実施。若者の就労を支援

AIアプリの無償提供でがん治療研究を応援

ＪＢＣＣグループの情報発信トピックス
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当社グループでは、 最も重要な資産である 「人」 への投資として、 専門的なスキルを持つキャリア人財

の採用を積極的に進めています。 様々な分野で経験を積み、 常に挑戦し続ける社員に、 現在の仕事や

そのやりがいについて話を聞きました。

前職では教育業界向けのアプリケーション開発に従事しました。 要件定義から運用

まで幅広い工程を任され、 実装者 ・ 設計者 ・ リーダー ・ プロジェクト進捗管理者など

を経験してきました。 そんななかキャリアの転機になった出来事が、 Ｊ Ｂ Ｃ Ｃとの協

働プロジェクトでした。 そこで、 Ｊ Ｂ Ｃ Ｃ独自の開発手法 「Ｊ Ｂアジャイル」 に触れ、

その柔軟性と顧客満足度の高さに共感しました。システム開発の本質は、 利用者の満

足度を高めることであり、 そこにやりがいを感じる私にとって、 お客様目線を徹底し

ているＪ Ｂ Ｃ Ｃはとても魅力的で、 ずっと一緒に働きたいと思い、 入社することに

決めました。

Ｊ Ｂ Ｃ Ｃの超高速開発は、 幅広い事業領域のお客様を支援していますが、 なかで

も学習塾、 食品、 建材卸、 鉄鋼の４業種を得意としています。 これまで学習塾、 現在

は食品製造のシステム開発を経験したので、 こ

の先どこかのタイミングで建材卸や鉄鋼にも携

わってみたいです。 そして、 一番情熱を傾けら

れそうな分野を見つけ、 将来的には大規模開発

のプロジェクトマネージャーに挑戦したいです。

村
むら

瀬
せ

 崇
たかし

 さん

Ｊ Ｂ Ｃ Ｃ株式会社

超高速開発センター

（２０２３年入社） 

岡
おか

本
もと

 梨
り

奈
な

 さん

Ｊ Ｂサービス株式会社

セキュリティ事業部

（２０２1年入社） 

これまでの経験を活かして当社で一緒に働きたい、 チャレンジしたいと思っ

ていただけるよう、「キャリア採用サイト」 を開設しました。 トップページのデザ

インには、 当社で働く社員の意見も取り入れ、 会社制度をは

じめ、 キャリア入社者アンケートによるリアルな声などを掲載

しています。 こちらからご覧ください。

キャリア採用サイトのご案内

業務理解を徹底した先に、
お客様目線のシステム開発がある

外資系ホテルのコールセンターで働いていましたが、 コロナ禍で旅行業界が大打

撃を受け、 大学時代にインターンを経験したIT業界への転職を決意しました。 会社の

見学時に女性管理職が活躍している様子を見て、 キャリアプランが描きやすいと感

じたことも決め手の一つです。 Ｊ Ｂサービスでは、 お客様のITシステム環境の安定稼

働を支える運用センターやコールセンター業務で培ったノウハウを生かし、 さまざま

な業種のコールセンターを代行しています。 お客様のビジネスを支えるAIを活用した

サイトの構築も当社の強みです。 これまでのスキルを活かした私の役割は、 オペレー

ター約20名のチームのリーダーとして、 約100社のお客様企業を担当すること。 顧

客との折衝や提案活動、 電話応対フローのプランニング､オペレーターの配置や教育

などを行っています。意識しているのは、 とことんお客様の業務を理解することです。

自身の挑戦として電話応対コンクールでは、 初

めて英語による応対で、 予選を勝ち抜き本選に

参加しました。これからも、 お客様に寄り添った

きめ細かなサポートができるスーパーバイザー

として、 仲間とともに成長していきたいです。

スーパーバイザーとしてチームをまとめ、
お客様のビジネスを支える

ＪＢＣＣグループで働く社員に聞く人財育成への取り組み
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昨年に続き、 株主様との直接のコミュニケーションを

目的とした 「八重洲オフィス見学会」 を実施しました。

当日は、 Ｊ Ｂ Ｃ Ｃグループの取り組みについてご説明

した後、 コミュニケーションを重視した環境で働く当社の

社員の姿をご覧いただきながら、 オフィスの雰囲気を体

感していただきました。

第60期株主通信にて実施しました 「株主様Webアンケート」 にご協力いただき、 ありがとうございました。 

アンケート結果を踏まえた取り組みをご紹介します。 今後も株主様の声に耳を傾け、 IR活動の充実と改善に

努めてまいります。

八重洲オフィス見学会を実施しました（9月）

当社のIR情報サイトについて、 知りたい情報がすぐに見つけられるよう、 Webサイト

をリニューアルしました。 アンケートでは 「ホームページの充実」 を望む声も多くいた

だいており、 引き続き、 皆様にとってより便利なサイトづくりを目指してまいります。

「株主・投資家情報」サイトのご案内

その他 2%

Webサイトに

掲載するだけでよい

34%

今後も紙（冊子）で

郵送してほしい

64%

発行形態についての設問では、 右グラフの結果となりました。 回答の多かった冊子での

ご案内は継続しつつ、 環境への配慮から紙の使用量を減らし、 ホチキス留めをなくしまし

た。 今後も皆様の声を伺いながら、 サステナブルな取り組みを進めてまいります。

株主通信の発行形態を見直しました

実施期間 ： 2024年6月18日～7月19日

回答者数 ： 515名株主様Webアンケート御礼

「統合報告書 2024」 を発行しました。 IR情報サイトにて公開して

いますので、 こちらもぜひご覧ください。

当社のIR情報サイトはこちら

https://www.jbcchd.co.jp/ir/

お知らせ

株主様とのコミュニケーション
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